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石炭ガス化設備 

ガ
※平成28年12月19日時点

発

（木村）私たちが建設当時に思い描いた酸素吹 IGCC が，まさに現実の

ものになったと思いましたね。総合試運転当初は，さまざまなトラブル

がありましたが，関係者の総力を結集して課題を確実に解決していき，

現在は起動から定格出力，停止までの一連の動作が安定して行えるよう

になりました。私たち運転員も，今までは名前しか知らなかった｢酸素吹

IGCC｣を実機で操作することによって，さらに理解が深まっていること

を肌で感じています。 

－ガス化炉の試運転はどのような状況ですか？ 

（三樹）本年４月から起動に向けた準備を始め，7 月に

軽油を使った「火入れ」（点火）を行い，7月22日から

本格的に石炭によるガス化運転を開始し，現在に至るま

で順調に石炭ガス化運転の実績を積み重ねています。 

石炭ガス化運転開始直後は，ガス化炉単独かつ短時間

の運転でしたが，徐々にガス精製設備，複合発電設備と

いった連係する下流側設備を増やしていき，８月にはガ

ス化炉で生成したガスでガスタービンを運転する，酸素

吹 IGCCシステム全体を連係させた試運転を開始してい

ます。９月にはガス化炉100%負荷を達成，１０月には

２４０時間の連続運転を達成し，長期連続運転の達成に

向けた課題の洗い出しを行うことが出来ました。 

－後半戦に向けて一言！ 

（三樹）試運転は一つ一つの積み重ねが重要です。来年３

月の実証試験開始を目指し，今後も自動化等の調整を目的

とした試運転が続いていきますが，個々の試験を大切に，

引き続き安全第一で取り組みたいと考えています！

－発電出力100%に到達！その瞬間はどんなお気持ちでしたか？ 
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―総合インターロック試験について教えてください。

（河内）総合インターロックとは，酸素吹ＩＧＣＣ運転

時においてガス化炉，タービン設備，発電機，主変圧器

などに異常が発生した場合，プラント全体を安全に緊急

停止させる最も重要な保護機能です。試験はプラントを

運転させた状態から行い，補機停止，弁動作，燃料遮断

など設備毎に異なる一つ一つの停止動作を確認し，保護

総

―安全性確認ではどのような試験を行うのですか？ 

（田中）酸素吹 IGCCは運転中に異常が発生した場合，

速やかに燃料を遮断し，機器を安全に停止できるよう設

計しています。試運転期間中を通して，これら安全機能

を模擬および実機で計画的に確認していきます。例え

ば，負荷遮断試験は，ガスタービンの速度を調節する調

速機の機能を確認します。運転中に発電機の遮断器を切

－後半戦に向けて一言！ 

（木村）私たちOCG運転員は，実証試験において発電所

の運転操作という業務のほかに，酸素吹 IGCC の運転技術

を確立して，ノウハウとして蓄積するという重要な役割が

あります。そのためにも残りの試運転の期間の中でメーカ

ー指導員さんをはじめ関係者の皆さまの指導も頂きなが

ら，更なる運転技術の向上に努めていきたいと思います！

機能が万全である事を確認しました。 

－後半戦に向けて一言！ 

（河内）後半戦では，プラント自動制御(APC)や自動起

動停止(APS)などプラント全体に関わる制御機能の仕

上げの期間となります。残り約２カ月と短い期間ではあ

りますが，一致団結し，我々の酸素吹ＩＧＣＣが世界に

羽ばたけるよう頑張りたいと思います！ 

るという調速機にとって最も厳しい条件で試験を行いま

した。所内全停電試験では，運転中に実際に停電を起こ

し，安全に停止できることを確認しました。 

－後半戦に向けて一言！ 

（田中）試運転も残り約２カ月，安全機能の確認はほぼ

完了しました。目標の発電効率を目指し，より安定運転

できるように仕上げて，実証試験につなげます！ 
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第2段階 CO2分離・回収型 IGCC実証事業 詳細設計を進めています！ 

大崎クールジェンプロジェクト第２段階は，石炭火

力発電最大の課題である地球温暖化問題への対応と

して，酸素吹 IGCCによる高効率発電を出来るだけ

維持しながら二酸化炭素排出量を大幅削減する技術

の実証を目指すプロジェクトです。現在は試験設備

のプロセスや構成機器の仕様，工事計画などの各種

検討を進めており，平成31年秋の実証試験開始に

向けてメンバー一同鋭意取り組んでおります。

就 任 ご 挨 拶 

本年６月，総務企画部長に就任

いたしました。この半年間は，

まさに試運転の最盛期，苦労は

あるものの世界ナンバーワンの

技術確立を目指し，社員一丸と

なって取り組んでおります。ま

た，自然環境にも恵まれ，公私

ともに充実した大崎上島生活を

送っております。皆さまも大崎

上島へお越しください。ＯＣＧ

社員一同お待ちしております。

試運転グループ 
荒木 雅 

課長代理 


